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連絡先      

 橋爪 法一 090-5392-1961 (吉川区代石) 
 上野 公悦 090-7260-9407 (頸城区中柳町) 
 平良木哲也 090-1808-6919 (上中田) 

 

平
場
で
積
雪
が
昨
年
・
一

昨
年
と
比
べ
割
に
少
な
い
た

め
、｢

今
年
の
冬
は
楽｣

と
い

う
声
も
聞
か
れ
ま
す
が
、
市

内
東
部
の
中
山
間
地
で
は
４

年
連
続
の
大
豪
雪
で
す
。 

 

す
で
に
積
雪
が
３
㍍
を
大

き
く
超
え
、
日
々
の
暮
ら
し

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
地
域
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。 

 

国
の
災
害
救
助
法
・
県
の

災
害
救
助
条
例
が
い
く
つ
か

の
区
に
適
用
さ
れ
、
除
雪
の

費
用
な
ど
の
支
援
が
決
ま
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
う
し
た
手

立
て
を
活
用
し
た
き
め
細
か

い
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。 

 
法
や
条
例
で
の
支
援
が
充

実
さ
れ
て
も
、
雪
の
量
そ
の

も
の
が
減
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
と
き
と
し
て
、
法

や
条
例
の
す
き
ま
に
落
ち
込

む
例
が
出
な
い
と
も
限
り
ま

せ
ん
。
そ
う
し
た
例
を
一
人

も
出
さ
な
い
よ
う
、
各
戸
の

状
況
に
合
わ
せ
た
支
援
が
必

要
で
す
。 

豪
雪
の
中｢

灯
の
回
廊｣

 
 

こ
う
し
た
豪
雪
の
中
、
安

塚
区
と
大
島
区
で
は｢

灯
の

回
廊｣

が
取
り
組
ま
れ
ま
し

た
。
大
島
区
で
は
道
路
脇
の

雪
壁
に
穴
を
あ
け
、
そ
の
中

に
ロ
ウ
ソ
ク
を
立
て
て
、
一

夜
限
り
の｢

雪
ほ
た
る｣

の
光

が
や
さ
し
く
灯
り
ま
し
た
。 

 

参
加
し
た
橋
爪
議
員
は
、

｢

そ
れ
に
し
て
も
、
み
な
さ

ん
、
が
ん
ば
り
屋
さ
ん
で
す

ね
。
激
し
い
降
雪
で
中
止
せ

ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
場
面
も
あ
っ
た
よ

う
で
す
が
、
当
初
の
計
画
ど

お
り
取
り
組
ん
だ
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
昨
晩
は
ど
こ
へ

行
っ
て
も
『
雪
ほ
た
る
』
が

輝
き
、
笑
顔
で
い
っ
ぱ
い
で

し
た
ね｣

と
語
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
が
ん
ば
り
を
無
に

し
な
い
支
援
が
必
要
で
す
。  

 ３月議会が２月２７日に始まり、村山市長の今任期

最後となる当初予算が提案されました。 

 議会冒頭の市長提案を受け、上野議員が次の各点を

指摘する総括質疑を行いました。 

◇ 教育委員会は、「新たな教育の推進」で、小中一

貫教育の研究のモデルとして牧、中郷、八千浦の３

地域を指定しています。この点について、①どのよ

うな基準で３つの地域を選択したのか、②小中一貫

教育の推進では、どのようなことを目標・ねらいに

して取り組むのかをただしました。 

◇ グループハウスやデイサービスセンターなど、多

くの福祉施設を民間に譲渡したり廃止したりするこ

とが提案されています。この点について、①

公の施設を廃止することで、行政としての福

祉における責任を全うすることができるの

か、②各施設の将来的な市の財政負担を軽減

するとしているが、その財政負担を民間事業

者に転嫁するのかをただしました。 

◇ 国は、「東日本大震災からの復興に関し地

方公共団体が実施する防災のための施策に必

要な財源の確保に係る地方税の臨時特例に関

する法律」を定め、今後１０年間にわたり個

人市民税の均等割額を一律５００円増税する

こととしています。これを受けて、市は市税

条例を一部改正する提案を行いました。この

ことについて、①国の特例法では、この増税

は「全国的に、かつ、緊急に地方公共団体が

実施する防災のための施策に要する費用の財源を確

保するため」としているが、市としてこれまでの２

年間に行った取り組みの到達点と、今後の年次計画

の内容はどうか、②自治体の防災･減災体制を整備

する上で、市民税の均等割の増税という形をとるこ

とについてどう考えているのかをただしました。 

◇ ひとり親世帯向けに、入院の際の見舞金を支給す

る条例を廃止する提案が行われています。市は、

「ひとり親家庭等に対する支援が拡充されてきてい

る」としていますが、この福祉金の廃止に伴う代替

措置になるものは何かをただしました。 

答弁は、次号で詳しくお知らせいたします。 

月日 曜 会議 場所 備考

2月27日 水 本会議 議場 議案提案･総括質疑

2月28日 木 本会議 議場 総括質疑

3月1日 金 建設企業委員会 第一委員会室

3月4日 月 建設企業委員会 第一委員会室

3月5日 火 文教経済委員会 第一委員会室

3月6日 水 文教経済委員会 第一委員会室

3月7日 木 厚生委員会 第一委員会室

3月8日 金 厚生委員会 第一委員会室

3月11日 月 総務委員会 第一委員会室

3月12日 火 総務委員会 第一委員会室

3月14日 木 一般質問 議場

3月15日 金 一般質問 議場

3月18日 月 一般質問 議場

3月19日 火 一般質問 議場

3月25日 月 本会議 議場 議案採決など

各議員の質問日は
追ってご案内いた

します

上野議員担当

平良木議員担当

橋爪議員担当

2013年3月議会審議日程

観測点 (cm)

安塚区須川 395

大島区菖蒲 378

牧区棚広新田 360

吉川区下川谷 342

清里区旧青柳分校 370

各地の2月24日現在の積雪


